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欧州日通 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）　49 (0)211 90495 0
ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の日通支店までご連絡ください。

新型コロナウイルス（Covid-19）の影響で、
アトラクションやレストランなどの営業時間、
イベントの開催時期が変更されている場合が
ございます。事前にご確認ください。
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アウトドア派を魅了する 
クルコノシェ
雄大な山脈、広々とした草原に季節の花々が咲く景色の中を、思う存分歩いたり、自転車を走らせたり、
ゆったりとした時間を過ごしたり、希望に応じてバラエティ豊かな楽しみ方ができる場所、クルコノシェ。
壮大な自然の中からお気に入りのエリアを見つけよう。長期休暇を過ごすのはもちろん、プラハからなら 
車で 2 時間弱と近いので、週末に気軽に訪れることも可能だ。

クルコノシェクルコノシェ

Czech Republic

1 Krkonoše
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チ
ェ
コ
北
部
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
国
境
を
含
む
エ
リ

ア
に
連
な
る
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
山
脈
。
周
囲
に
広
が
る
手

つ
か
ず
の
自
然
は
1
9
6
3
年
に
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
た
。
ま
た
ユ
ネ
ス
コ
の
生
物
圏
保
護
区
で
も
あ
る

た
め
、
貴
重
な
動
植
物
の
生
態
が
守
ら
れ
て
い
る
。
表

情
豊
か
に
起
伏
す
る
山
々
は
、
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る

風
景
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

チ
ェ
コ
人
の
休
暇
の
過
ご
し
方
と
い
え
ば
、
森
を
散

歩
し
た
り
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
り
、
冬
場
は

ス
キ
ー
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
満
喫
。
自
然
の
中
で

体
を
動
か
す
こ
と
、
特
に
歩
く
こ
と
が
大
好
き
な
こ
の

国
の
人
に
と
っ
て
、
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
は
最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
。

こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
総
距
離
8
0
0
キ
ロ
に
も
及

ぶ
歩
行
者
用
散
策
道
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
見
ど
こ
ろ
も
難
易
度
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

訪
れ
る
人
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か

人
気
の
コ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

最
高
峰
ス
ニ
ェ
シ
ュ
カ

ま
ず
は
チ
ェ
コ
で
最
も
高
い
山
、
標
高
1
6
0
3
メ	

ー
ト
ル
の
ス
ニ
ェ
シ
ュ
カ
に
登
っ
て
み
よ
う
。
山
頂
に

辿
り
着
く
に
は
い
く
つ
か
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
色
分
け

さ
れ
た
ツ
ー
リ
ス
ト
用
の
印
に
沿
っ
て
歩
い
て
ゆ
く
。

こ
の
印
は
国
内
全
土
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
利
用
さ
れ
て

お
り
、
地
図
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
て
も
便
利
な
道

し
る
べ
だ
。
上
級
者
向
け
の
コ
ー
ス
は
勾
配
が
き
つ
く

険
し
い
が
、
子
ど
も
連
れ
向
け
の
比
較
的
易
し
い
コ
ー

ス
も
あ
る
。

チ
ェ
コ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ト
レ

イ
ル
は
、
両
国
の
国
境
を
な
ぞ
る
ル
ー
ト
で
全
長
28
キ	

ロ
。
ス
ニ
ェ
シ
ュ
カ
を
通
過
す
る
道
で
も
あ
る
た
め
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
客
の
人
気
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
散

策
道
の
中
に
は
、
急
傾
斜
に
岩
石
を
敷
き
詰
め
て
作
ら

れ
た
も
の
も
あ
り
、
な
か
な
か
ワ
イ
ル
ド
で
冒
険
心
が

く
す
ぐ
ら
れ
る
。

体
力
に
自
信
が
な
い
場
合
は
、
近
郊
の
街
、
ペ
ツ
・
ポ	

ト
・
ス
ニ
ェ
シ
ュ
コ
ウ
か
ら
出
て
い
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

を
利
用
し
て
行
け
ば
、
快
適
か
つ
素
晴
ら
し
い
眺
め
を

堪
能
で
き
る
だ
ろ
う
。
運
行
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
た

め
、
最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
出
か
け
よ
う
。

山
頂
に
は
不
思
議
な
形
の
建
物
が
並
ぶ
。
円
形
の
教

会
ロ
ト
ゥ
ン
ダ
や
、
円
盤
が
重
な
り
合
っ
た
よ
う
な
姿
の	

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
属
す
る
気
象
観
測
所
。
長
方
形
の
箱
の

よ
う
な
も
の
は
チ
ェ
コ
の
郵
便
局
だ
。
国
内
最
高
地
点

に
あ
る
郵
便
局
と
し
て
知
ら
れ
、
郵
便
物
の
受
け
入
れ

な
ど
の
通
常
業
務
の
他
、
軽
食
や
ド
リ
ン
ク
の
販
売
も

行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
個
性
的
な
建
物
が
並

ぶ
様
子
は
、
ま
る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
だ
。

頂
上
か
ら
の
展
望
は
、
何
よ
り
の
ご
褒
美
。
天
気
が

良
け
れ
ば
ボ
ヘ
ミ
ア
地
方
の
ほ
ぼ
半
分
と
ポ
ー
ラ
ン
ド

側
も
遠
く
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

チ
ェ
コ
最
長
の
滝

こ
ち
ら
も
チ
ェ
コ
最
長
を
誇
る
パ
ン
チ
ャ
フ
ス

キ
ー
滝
は
、
全
長
1
4
8
メ
ー
ト
ル
。
階
段
状
の
岩

間
を
流
れ
落
ち
る
水
が
迫
力
満
点
の
ス
ポ
ッ
ト
。
時

が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
凍
り
つ
く
冬
の
滝
も
ま
た

神
秘
的
で
美
し
い
。
近
郊
の
町
シ
ュ
ピ
ン
ド
レ
ル
ー

フ
・
ム
リ
ー
ン
か
ら
散
策
道
を
歩
く
か
、
部
分
的
に

ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
を
利
用
し
て
行
く
こ
と
も
可
能
。

ラ
ベ
（
エ
ル
ベ
）
川
の
源
泉
や
、
最
も
美
し
い
景
観

を
見
渡
せ
る
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
、

ア
ン
ブ
ロ
シ
ョ
ヴ
ァ
展
望
台
な
ど
の
名
所
も
合
わ
せ

て
巡
る
こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
に
あ
る
。

ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
国
立
公
園
の
管
理
局
が
あ
る
ヴ
ル

フ
ラ
ビ
ー
を
は
じ
め
、
各
拠
点
の
街
に
は
観
光
案
内

所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
利
用
し
て
み
よ
う
。
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
他
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
ネ

イ
チ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
コ
ー
ス
が

あ
る
の
で
、
地
図
を
見
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
練
ろ
う
。

見
ど
こ
ろ
は
広
範
囲
に
及
ぶ
の
で
、
時
間
に
余
裕
が

な
い
旅
の
場
合
は
、
車
か
路
線
バ
ス
、
自
転
車
を
積

み
込
め
る
サ
イ
ク
ル
バ
ス
の
利
用
が
お
勧
め
だ
。

ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
の
ク
ラ
コ
ノ
シ
ュ

と
こ
ろ
で
こ
の
地
域
を
旅
し
て
い
る
と
、
長
い
髭

を
生
や
し
、
帽
子
と
外
套
を
身
に
着
け
、
パ
イ
プ
を
手

に
持
っ
た
仙
人
の
よ
う
な
像
に
出
会
う
だ
ろ
う
。
こ
れ

は
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
の
山
の
守
り
神
と
さ
れ
る
ク
ラ
コ
ノ

シ
ュ
。
民
話
や
映
画
に
も
度
々
登
場
す
る
、
チ
ェ
コ
人

に
と
っ
て
親
し
み
深
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
。
温
厚
な
よ

う
で
時
に
厳
し
い
、
自
然
そ
の
も
の
を
擬
人
化
し
た
よ

う
な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
周
辺
で
は

木
彫
り
の
像
の
他
、
彼
の
名
前
を
冠
し
た
展
望
台
や
ホ

テ
ル
、
ビ
ー
ル
工
房
も
あ
る
。

ビ
ー
ル
ト
レ
イ
ル

近
年
チ
ェ
コ
全
土
で
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
。
主
要
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ー
ル
と
は
ま
た
違
っ

た
味
わ
い
で
、
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
る

の
も
楽
し
い
。
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
に
も
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

工
房
が
い
く
つ
も
あ
り
、
自
然
を
散
策
し
な
が
ら
そ
れ

ら
を
回
っ
て
飲
み
比
べ
が
で
き
る
ビ
ー
ル
ト
レ
イ
ル
も

23
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お問い合わせは下記までどうぞ

あ
る
。
マ
ラ
ー
・
ウ
ー
パ
の
ト
ラ
ウ
テ
ン
ベ
ル
ク
な
ど

全
5
カ
所
の
工
房
を
巡
る
2
種
類
の
ル
ー
ト
が
あ
り
、

各
30
キ
ロ
の
道
の
り
。
ビ
ー
ル
好
き
な
ら
ぜ
ひ
試
し
て

み
た
い
コ
ー
ス
だ
。

ま
た
ス
ニ
ェ
シ
ュ
カ
か
ら
ほ
ど
近
い
、
標
高
1
4
1
0

メ
ー
ト
ル
地
点
に
建
て
ら
れ
た
ホ
テ
ル
兼
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ル
チ
ュ
ニ
ー
・
ボ
ウ
ダ
も
お
勧
め
。
2
0
1
2
年

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
房
で
は
、
パ
ロ

ハ
ー
チ
と
い
う
銘
柄
で
数
種
類
の
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て

い
る
。
の
ど
ご
し
ス
ッ
キ
リ
の
定
番
、
ピ
ル
ス
ナ
ー
や

ラ
ガ
ー
の
他
、
上
面
発
酵
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ペ
ー
ル
エ
ー

ル
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
も
人
気
。
ラ
ベ
川
の
源
泉
か
ら
引
い
た

水
を
使
用
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間
と
手
間
を
か
け
て

造
ら
れ
る
工
程
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

山
の
生
活
と
食
文
化

ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
発
祥
の
ク
ル
コ
ノ
シ
ュ
ス
ケ
ー
・
キ

セ
ロ
は
、
こ
の
地
方
の
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ら
大
体
ど
こ
で

も
味
わ
え
る
定
番
の
ス
ー
プ
。
キ
セ
ロ
と
は
、「
酸
っ

ぱ
い
」
を
意
味
す
る
チ
ェ
コ
語
に
由
来
し
て
お
り
、
パ

ン
酵
母
（
サ
ワ
ー
種
）
を
使
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

森
で
採
れ
た
キ
ノ
コ
を
干
し
た
も
の
か
ら
取
っ
た
出
汁

を
ベ
ー
ス
に
、
具
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
卵
が

入
る
。
酸
味
は
そ
れ
ほ
ど
気
に
な
ら
ず
、
干
し
キ
ノ
コ

の
滋
味
深
い
味
が
溢
れ
る
。
酵
母
に
含
ま
れ
る
ラ
イ
麦

の
お
か
げ
で
程
よ
く
と
ろ
み
が
つ
き
、
具
沢
山
の
一
杯

で
お
腹
も
満
た
さ
れ
る
。

他
に
は
、
周
辺
に
自
生
す
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
「
コ
ラ
ー
チ
（
丸
い
菓
子
パ
ン
）」
や
「
ボ

ル
ー
フ
コ
ヴ
ェ
ー
・
ク
ネ
ド
リ
ー
キ
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

入
り
蒸
し
パ
ン
）」
も
お
い
し
い
。

ス
キ
ー
愛
好
者
の
聖
地

雪
の
量
と
質
が
良
く
、
多
く
の
ス
キ
ー
場
が
並
ぶ
た

め
、
冬
季
に
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
で
賑
わ

う
。
地
域
内
に
は
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
が
20
カ
所
あ
り
、

ゲ
レ
ン
デ
の
総
距
離
は
1
8
9
キ
ロ
、
リ
フ
ト
や
ゴ

ン
ド
ラ
と
い
っ
た
設
備
も
充
実
し
て
い
る
。
お
勧
め
は

ス
キ
ー
な
ど
の
国
際
大
会
も
開
か
れ
る
シ
ュ
ピ
ン
ド
レ

ル
ー
フ
・
ム
リ
ー
ン
。
初
心
者
用
か
ら
上
級
者
用
、
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
用
な
ど
、
コ
ー
ス
の
種
類
も
豊
富
だ
。

チ
ェ
コ
人
が
好
き
な
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
専
用

コ
ー
ス
は
総
距
離
6
0
0
キ
ロ
。
森
を
歩
く
感
覚
で

周
囲
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
進

め
る
の
が
人
気
だ
。
中
で
も
全
長
71
キ
ロ
に
及
ぶ
ク
ル

コ
ノ
シ
ェ
・
ル
ー
ト
は
、
西
は
ハ
ラ
ホ
フ
か
ら
東
は	

ジ
ャ
ツ
レ
ー
ジ
ュ
ま
で
を
横
断
す
る
壮
大
な
コ
ー
ス
。

走
破
す
る
の
に
は
約
2
日
間
か
か
る
が
、
一
部
分
だ
け

を
通
る
の
で
も
十
分
に
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
魅
力
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

緊
急
時
の
避
難
場
所

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
途
中
で
、

万
が
一
悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
以
上
道
を
進
む

の
が
困
難
な
場
合
を
想
定
し
て
、
避
難
用
の
小
屋
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
近
年
プ
ラ
ハ
工
科
大
学
建
築
学

科
の
学
生
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
新
し

い
避
難
小
屋
が
登
場
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
と
外

567
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観
だ
け
で
な
く
、
狭
い
空
間
を
生
か
し
た
実
用
的
な

作
り
と
な
っ
て
い
る
。
宿
泊
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

地
図
を
見
な
が
ら
こ
れ
ら
の
小
屋
を
探
す
の
も
面
白

い
。
山
の
天
候
は
変
わ
り
や
す
い
上
、
散
策
道
は
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
も
あ
り
、
道
路
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
さ

ま
ざ
ま
だ
。
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
に
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
進
む
こ
と
が
大
切
だ
。

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産
の
技
術

チ
ェ
コ
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
欠
か
せ
な
い
ガ

ラ
ス
の
飾
り
。
ク
ル
コ
ノ
シ
ェ
西
部
の
小
さ
な
町
ポ
ニ

ク
ラ
ー
で
は
昔
か
ら
、
冬
期
の
収
入
源
と
し
て
吹
き
ガ

ラ
ス
製
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
の
制
作
が
盛
ん
で
、
現
在
も

昔
の
製
法
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
毎
年
新
し
い
モ
デ
ル

が
作
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
制
作
行
程
は
全
て
手
作
業	

で
、
職
人
の
技
術
に
よ
る
製
品
は
海
外
に
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
。
世
界
的
に
も
珍
し
い
こ
の
ガ
ラ
ス
工
芸
は
、

2
0
2
0
年
12
月
に
無
形
文
化
遺
産
と
し
て
ユ
ネ
ス

コ
に
登
録
さ
れ
た
。

タ
イ
プ
も
い
ろ
い
ろ
、
宿
選
び

旅
の
ベ
ー
ス
と
な
る
宿
泊
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
地
方
特
有
の
黒

い
木
と
土
壁
の
白
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
特
徴
の
民
俗
建

築
ロ
ウ
ベ
ン
カ
や
、
山
岳
地
帯
に
多
く
見
ら
れ
る
三
角

屋
根
の
別
荘
風
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
あ
り
、

自
分
好
み
の
宿
を
見
つ
け
る
の
も
楽
し

い
だ
ろ
う
。
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
で
は
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
近
郊
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
良
い
。
プ
ー

ル
や
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
き
の
施
設

な
ら
、
子
ど
も
連
れ
の
家
族
旅
行
に
ぴ
っ

た
り
だ
。	

（
金
子	

季
乃
）

● クルコノシェ国立公園インフォメーションセンター 
www.krnap.cz

● クルコノシェ・ビールトレイル 
https://krkonosskapivnistezka.cz

1 一面に咲く高山植物　2 岩石が敷き詰められたトレッキングコース　3 ポーランドの気象観測
所　4 クラコノシュ。実在するとしたらこんな風貌？　5 遠くに見えるのが最高峰の山頂　6 ク
ラフトビール「トラウテンベルク」　7 クルコノシェ発祥のスープ「クルコノシュスケー・キセロ」 
8 学生の設計による避難小屋　9 冬のクルコノシェ　10 ペツ・ポト・スニェシュコウのウェルネ
ス　11 国内最長のパンチャフスキー滝　写真：© 2020 Krkonoše, Pivovar TRAUTENBERK
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europe  now ヨーロッパの街から

Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130

ド
ウ
ロ
川
沿
い
に
位
置
す
る
ガ
イ

ア
市
に
は
ポ
ル
ト
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
が

林
立
し
、
毎
年
多
く
の
旅
行
者
が
訪

れ
る
。
特
に
、
街
の
名
前
を
冠
し
た

ポ
ル
ト
ワ
イ
ン
の
赤
は
「
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
、
長
く
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
愛
さ
れ
て
き
た
。

2
0
2
0
年
、
同
市
歴
史
地
区
に
総	

工
費
１
億
5
0
0
万
ユ
ー
ロ
を
か
け

た
施
設
「
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ワ
イ
ン

（
Ｗ
Ｏ
Ｗ
）」
が
誕
生
し
た
。
約
4
万
平

米
の
敷
地
に
設
け
ら
れ
た
テ
ー
マ
別

の
6
つ
の
博
物
館
は
、
そ
の
ア
ト
ラ	

ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
。
国
産
ブ
ド
ウ
が
ワ	

イ
ン
に
な
る
ま
で
の
過
程
が
わ
か
る

「
ワ
イ
ン
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
博
物

館
」、
世
界
の
50
％
以
上
の
生
産
量
を

誇
る
コ
ル
ク
産
業
を
紹
介
す
る
「
コ
ル

ク
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
博
物
館
」、
ポ
ル
ト

ワ
イ
ン
と
好
相
性
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト	

に
関
す
る
博
物
館
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
博
物
館
」な
ど
だ
。
さ

ら
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ
、
ワ
イ

ン
バ
ー
が
9
軒
あ
る
他
、
近
々
ワ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
が
開
校
さ
れ
る
予
定
で
、

ま
さ
に
複
合
文
化
施
設
と
い
え
る
。

見
ど
こ
ろ
は
、
施
設
の
利
用
者
で

な
く
て
も
入
れ
る
大
広
場
か
ら
見
渡

せ
る
、
対
岸
ポ
ル
ト
の
街
の
絶
景
。

ひ
と
き
わ
目
立
つ
ポ
ル
ト
の
シ
ン
ボ

ル「
ク
レ
リ
ゴ
ス
塔
」を
中
心
に
段
々

畑
の
よ
う
に
重
な
っ
た
赤
レ
ン
ガ
の

街
並
み
や
、
ポ
ル
ト
と
ガ
イ
ア
を
結

ぶ
ド
ン
ル
イ
ス
一
世
橋
を
赤
や
黄
色

の
メ
ト
ロ
が
ゆ
っ
く
り
渡
っ
て
い
く

様
は
、
さ
な
が
ら
一
枚
の
絵
の
よ
う

だ
。
こ
こ
は
時
代
を
超
え
た
ワ
イ
ン

造
り
の
街
の
歴
史
と
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
冒
険
を
物
語
っ
て
い
る
。

	

（
Ｃ
・
Ｓ	
優
子
）

［ ポルトガル ● ヴィラ・ノヴァ・デ・ガイア ］

ワインファンは見逃せない

ワールド・オブ・ワイン

Porgutal

INFORMATION
ワールド・オブ・ワイン 
World of Wine (WOW)
Rua do Choupelo 39, 4400-088 Vila Nova de Gaia 
+351 220 121 200 
https://wow.pt
時間：月～金 12:00 – 19:00、土・日 10:00 – 19:00

休：年中無休 
（レストラン／バー／カフェの営業は各店による。ウェブサイトで要確認） 
料金：14 ～ 17€（博物館による）

1 コルク・プラネット博物館　2 観光の合間にポルトワインはいかが？　
3 巨大なワイン樽を模した席が面白いレストラン「T ＆ C」　4 WOW
の大広場から望むポルトの街並み　5 WOW の大広場から望むドン・
ルイス一世橋

3

2
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
www.nipponexpress.com/moving/it
NEIT-MILAN.REMOVALS@nipponexpress.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引越しは

日本だけでは

ありません！

コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た

観
光
業
の
復
活
を
か
け
て
、
イ
タ
リ

ア
は
今
、
ホ
テ
ル
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ッ

シ
ュ
だ
。
そ
ん
な
中
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
今
年
5
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
5
つ
星
ホ
テ
ル
「
ザ
・

プ
レ
イ
ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
」。
前

身
は
、
2
0
0
3
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
ホ
テ
ル
「
Ｊ
Ｋ
プ
レ
イ
ス
」
で
、

当
時
か
ら
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
が
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
。
今
回
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
り
、
宿
泊
客
へ
の

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
自
宅
の
よ
う
に
く
つ
ろ
げ
る
雰

囲
気
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。
支

配
人
い
わ
く
、「
当
ホ
テ
ル
は
職
人

の
工
房
の
よ
う
な
も
の
で
、
手
作
り

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い

る
」
の
だ
と
か
。

新
ホ
テ
ル
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・	

ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
教
会
の
あ
る
広
場
に
面

し
て
い
る
と
い
う
立
地
条
件
を
十
分

に
生
か
し
、
各
所
か
ら
そ
の
広
場
が

見
渡
せ
る
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
併

設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
広
場
の
一
部

を
利
用
し
た
テ
ラ
ス
席
が
あ
り
、
開

放
的
。
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
、
ロ
ビ	

ー
と
い
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス

は
、
品
よ
く
飾
ら
れ
た
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
の
調
度
品
と
イ
タ
リ
ア
ン
モ
ダ
ン

が
融
合
し
、
ま
る
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
邸
宅
の
よ
う
な
造
り
。
ス
イ
ー
ト

8
部
屋
を
含
む
20
の
客
室
の
イ
ン
テ

リ
ア
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
く
違
う
デ
ザ

イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
で
あ
り
な
が
ら

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
温
か
さ
も
あ
る
こ

の
独
特
な
ホ
テ
ル
は
、
旅
の
特
別
な

思
い
出
を
彩
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

	

（
田
中	
美
貴
）

［ イタリア ● フィレンツェ ］

豪華な私邸のようなホテル

ザ・プレイス・フィレンツェ

INFORMATION
ザ・プレイス・フィレンツェ 
The Place Firenze
Piazza Santa Maria Novella, 7, 50123 Florence 
+39 055 26 45 181 
www.theplacefirenze.com

Italy1 最高級のスイート「サンタ・マリア・ノヴェッ
ラ・マスタールーム」　2 パブリックスペースに
は暖炉のあるコーナーも　3 サンタ・マリア・
ノヴェッラ広場に面したレストランのテラス席　
写真：© Dario Garofalo
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europe  now ヨーロッパの街から

From European Countries to Japan
To Other European Countries

And to the World

ヨーロッパ各国から日本へ
他のヨーロッパ諸国へ
そして世界へ

255-707-491

「心で運ぶハートライナー」へのお申し込み・お問い合わせは、下記の支店・営業所まで電話かメールでお気軽に。 

Email. NEDE-HEAR.LINER@nipponexpress.com   www.nipponexpress.com/moving/de

ド
ナ
ウ
河
畔
に
佇
む
南
ド
イ
ツ
の

古
都
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
。
2
千
年

の
歴
史
を
誇
る
旧
市
街
は
、
町
並
み

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、

中
世
の
歴
史
的
建
造
物
の
宝
庫
と
し

て
観
光
客
に
人
気
。
街
を
象
徴
す
る

風
景
の
一
つ
、
ド
ナ
ウ
川
に
か
か
る	

全
長
約
3
0
0
メ
ー
ト
ル
の
国
内
最	

古
の
石
橋
は
、
木
造
だ
っ
た
も
の
を
12

世
紀
中
頃
に
建
て
替
え
た
そ
う
だ
。

今
回
紹
介
す
る
老
舗
ソ
ー
セ
ー
ジ	

屋
「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
シ
ェ
・
ヴ
ル
ス
ト

キ
ュ
ッ
ヘ
」
は
、
か
つ
て
石
橋
建
築

の
際
の
現
場
事
務
所
だ
っ
た
。
工
事

終
了
後
、
港
湾
労
働
者
や
レ
ー
ゲ
ン

ス
ブ
ル
ク
大
聖
堂
の
建
設
作
業
員
が

軽
食
を
と
る
食
堂
と
な
り
、
19
世
紀

初
頭
に
経
営
者
が
変
わ
っ
て
現
在
の

ソ
ー
セ
ー
ジ
屋
と
な
っ
た
。

必
食
は
炭
火
焼
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
添
え
。
程
よ
い
酸

味
が
相
性
抜
群
で
た
ま
ら
な
い
お
い

し
さ
の
発
酵
ザ
ワ
ー
ク
ラ
ウ
ト
と
、

旨
味
が
凝
縮
さ
れ
た
豚
の
内
モ
モ
肉

に
香
料
を
用
い
た
小
ぶ
り
の
ソ
ー

セ
ー
ジ
は
い
ず
れ
も
自
家
製
。
外
は

カ
リ
っ
と
、
中
は
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、

一
度
食
べ
た
ら
病
み
つ
き
に
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
だ
。
ま
た
店
主
の
秘

伝
レ
シ
ピ
に
よ
る
専
用
ス
イ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
ド
も
お
忘
れ
な
く
。

屋
内
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
焼
く
ス
タ	

ッ
フ
の
様
子
も
お
見
逃
し
な
く
。
長

蛇
の
列
が
絶
え
な
い
小
屋
の
横
に
は

新
館
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
る
が
、
天
気

が
良
け
れ
ば
屋
外
に
座
っ
て
ド
ナ
ウ

川
を
眺
め
な
が
ら
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
食

せ
ば
、
こ
の
街
な
ら
で
は
の
思
い
出

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

	

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル	

典
子
）

［ ドイツ ● レーゲンスブルク ］

ドナウ川沿いに佇む世界最古のソーセージ屋

ヒストリッシェ・ヴルストキュッヘ

INFORMATION
ヒストリッシェ・ヴルストキュッヘ 

Historische Wurstküche
Thundorferstr. 3, 93047 Regensburg 

(0941) 466 21-0 
www.wurstkuchl.de

時間：10:00 – 19:00（要確認）

休：年中無休 
※小屋 28 席、新館 65 席、屋外100 席

Germany
1 地元産ジャガイモを使った人気の一品、ポテトスープ　2 ソーセージ屋本店の小
屋前は、たちこめる炭火焼きの匂いにつられて集まる客が絶えない　3 ザワークラ
ウトを添えた炭火焼きソーセージは 6 本、8 本、10 本、12 本で提供　4 長蛇の
列にめげず、小屋の中に入ってぜひ見学を　写真：© norikospitznagel
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スペイン日本通運（株）

Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

スペイン日通公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: NEES-Removal@nipponexpress.com

10
月
9
日
は
、
ス
ペ
イ
ン
東
部
の

海
岸
に
面
す
る
バ
レ
ン
シ
ア
州
の
祝

日
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
日
が

バ
レ
ン
シ
ア
人
に
と
っ
て
重
要
な
理

由
は
、
イ
ス
ラ
ム
勢
力
を
倒
し
イ
ベ

リ
ア
半
島
に
キ
リ
ス
ト
勢
力
を
取
り

戻
し
た
「
リ
コ
ン
キ
ス
タ
（
国
土
回

復
運
動
）」
と
深
く
関
係
し
て
い
る
。

8
世
紀
初
頭
以
来
イ
ス
ラ
ム
勢
力

の
繁
栄
が
続
い
て
い
た
イ
ベ
リ
ア
半

島
で
、
当
時
イ
ベ
リ
ア
半
島
東
北
部

に
存
在
し
た
キ
リ
ス
ト
教
王
国
（
ア

ラ
ゴ
ン
王
国
）
の
王
、
ハ
イ
メ
一
世

率
い
る
軍
隊
が
イ
ス
ラ
ム
勢
力
を
征

服
し
、
バ
レ
ン
シ
ア
に
入
城
し
た
の

が
1
2
3
8
年
10
月
9
日
。
つ
ま

り
こ
の
日
は
5
0
0
年
以
上
に
渡

る
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
支
配
か
ら
解
放

さ
れ
、
バ
レ
ン
シ
ア
を
キ
リ
ス
ト
教

徒
の
手
に
取
り
戻
し
た
日
な
の
だ
。

バ
レ
ン
シ
ア
王
国
が
建
国
さ
れ
た

記
念
す
べ
き
日
を
祝
う
た
め
、
こ
の

日
は
「
バ
レ
ン
シ
ア
の
日
」
と
定
め

ら
れ
、
街
の
至
る
所
で
さ
ま
ざ
ま
な

祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
る
。
民
族
舞
踊

や
打
ち
上
げ
花
火
、
爆
竹
シ
ョ
ー
な

ど
イ
ベ
ン
ト
は
盛
り
だ
く
さ
ん
。
イ

ス
ラ
ム
教
徒
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
仮

装
行
列
「
モ
ロ
ス
・
イ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ー
ノ
ス
」
も
一
見
の
価
値
あ
り	

だ
。
ハ
イ
メ
一
世
に
扮
し
た
人
物
や

中
世
の
農
民
、
兵
士
、
密
売
人
な
ど

の
衣
装
を
ま
と
っ
た
人
々
が
、
楽
隊

を
率
い
て
市
役
所
広
場
ま
で
の
ル
ー

ト
を
約
3
時
間
か
け
て
練
り
歩
く
。

街
中
に
バ
レ
ン
シ
ア
州
旗
が
掲
げ

ら
れ
、
地
域
の
民
族
衣
装
で
着
飾
っ

た
人
た
ち
が
溢
れ
る
、
バ
レ
ン
シ
ア

の
文
化
を
色
濃
く
感
じ
る
一
日
だ
。

	

（
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
大
田	

朋
子
）

［ スペイン ● バレンシア ］

バレンシア王国の建国記念日

バレンシアの日

INFORMATION
バレンシアの日（ディア・デ・ラ・コミュニダード・バレンシアーナ） 

Día de la Comunidad Valenciana
（観光案内所）Plaça de l'Ajuntament, 1, 46002 València, Valencia 

+34 963 52 49 08 
www.visitvalencia.com

日時：毎年 10 月 9 日（バレンシア州は祝日） 
料金：無料

Spain 1 赤と黄の横縞に青が特徴のバレンシア州旗　2 国土回復運動にちなんだパレード　3 伝統衣装に合わせた独特の髪型にも
注目だ　4 爆竹はバレンシアのお祭りに欠かせない　写真：© VisitValencia
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europe  now ヨーロッパの街から

www.nipponexpress.com/moving/frフランス日通
公式サイト ：

フランス日本通運 パリ海外引越センター
お問い合わせは、日本語でどうぞ。
1 rue du Chapelier, BP 18177   95702 ROISSY CDG CEDEX

TEL +33 (0)1-4184 6350 E-MAIL:
NEFR-Removal@nipponexpress.com

France

［ フランス ● オキシタン地方タルヌ県 ］

神秘的な自然現象とその伝説を訪ねるエコツーリズム

シドーブル登山道

INFORMATION
シドーブル観光局 
Sidobre Tourisme
Maison du Sidobre - 56, route du Lignon, Vialavert 81260 Le Bez
+33 (0)5 63 74 63 38 
https://sidobre-vallees-tourisme.com
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こ
の
1
年
余
り
、
文
化
行
事
や

閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
の
イ
ベ
ン
ト
が

禁
止
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
住
ま
う
誰

も
が
「
カ
ル
チ
ャ
ー
と
自
由
の
終
焉	

か
」
と
怯
え
る
日
々
を
過
ご
し
て
き

た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、
日
々
楽
し
む

こ
と
を
忘
れ
な
い
の
が
フ
ラ
ン
ス
流
。

何
も
で
き
な
い
ア
ン
ニ
ュ
イ
な
こ
の

期
間
に
再
注
目
さ
れ
た
の
が
、
身
近

で
楽
し
め
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
。

自
粛
生
活
は
、
今
ま
で
遠
く
を
見
が

ち
だ
っ
た
我
々
に
、
自
然
の
中
で
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
魅
力
と
意
義

を
再
発
見
さ
せ
る
機
会
と
な
っ
た
。

中
で
も
秋
の
行
楽
に
お
勧
め
な
の

が
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
ヘ
ル
シ
ニ
ア
造

山
帯
中
央
高
地
の
シ
ド
ー
ブ
ル
山
岳

地
帯
に
あ
る
登
山
道
。
侵
食
風
化
現
象

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
神
秘
的
な
巨
大	

御
影
石
群
「
ふ
し
ぎ
の
登
山
道
」
を
中	

心
に
、
神
々
し
い
自
然
の
恵
み
を
体

感
し
な
が
ら
地
域
の
歴
史
と
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
ポ
ッ

ト
だ
。
難
易
度
が
低
め
の
コ
ー
ス
も

豊
富
で
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
。

「
ペ
イ
ロ
・
ク
ラ
バ
ド
（
釘
打
ち
さ	

れ
た
岩
の
意
）」、「
ガ
チ
ョ
ウ
岩
」、

「
セ
ッ
ト
フ
ォ
ー
の
揺
れ
る
岩
」「
黒

歌
鳥
の
池
」、「
鱒
淵
」
と
い
っ
た
景

勝
ポ
イ
ン
ト
を
巡
る
コ
ー
ス
の
他
、

も
っ
と
遠
く
ま
で
足
を
延
ば
せ
る

上
級
者
向
け
の
渓
谷
沿
い
ル
ー
ト
、

ま
た
ア
ク
ア
パ
ー
ク
や
大
人
気
の	

「
ア
ク
ロ
ブ
ラ
ン
シ
ュ
※

」
も
あ
る
。

神
秘
的
な
自
然
現
象
と
そ
の
伝
説

を
訪
ね
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
、
ま

だ
ま
だ
続
く
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
サ
マ
ー
を
満
喫
し
て
い
た

だ
き
た
い
。	

（
兒
玉	

ゆ
き
こ
）
※森の中で木々を飛び移る木登りレジャー施設

1 微妙なバランスで積み重なる「セットフォーの揺れる岩」　2 景勝ポイントの一つ、 空気も
おいしいメルル湖のパノラミックビュー　3 シドーブル特産品のお土産は生産者直販のマル
シェで　写真：1 © Yukiko Kodama、 2 © Vent d'Autan、3 © Anthony Marcou
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europe  now ヨーロッパの街から

宗
教
上
の
聖
地
と
さ
れ
る
「
聖
ア

ン
ナ
山
」。
15
世
紀
に
は
修
道
院
と

教
会
が
建
て
ら
れ
、
18
世
紀
以
降
は

巡
礼
の
地
と
な
っ
た
。

こ
の
山
の
頂
に
は
、
荘
厳
な
教
会

が
鎮
座
し
、
そ
の
周
辺
に
は
40
も
の

古
い
礼
拝
堂
が
佇
ん
で
い
る
。
巡
礼

者
の
た
め
の
宿
も
完
備
さ
れ
て
い
る

た
め
、
現
在
も
国
内
外
の
信
者
が
絶

え
ず
訪
れ
て
い
る
。

高
速
道
路
Ａ
4
出
口
か
ら
比
較
的

近
く
、
頂
上
ま
で
車
で
行
く
こ
と
が

で
き
る
た
め
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
の

が
い
い
。
ま
た
付
近
に
は
観
光
案
内

所
や
土
産
屋
も
あ
り
、
観
光
気
分
も

し
っ
か
り
味
わ
え
る
。

目
玉
の
も
う
一
つ
は
、
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
・
パ
ー
ク
と
し
て
の
こ
の
山

だ
。
自
然
の
織
り
成
す
絶
景
を
じ
っ

く
り
堪
能
し
て
も
ら
い
た
い
。
山
の

中
に
作
ら
れ
た
、
聖
書
の
物
語
を
絵

画
で
追
う
通
路
「
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ア
」

は
大
人
の
足
で
約
1
時
間
半
で
回
れ

る
の
で
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
つ

つ
宗
教
芸
術
へ
の
理
解
を
深
め
る
の

も
一
案
だ
。

歴
史
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
近
く

の
シ
レ
ジ
ア
蜂
起
の
博
物
館
を
訪
れ

て
み
る
の
も
い
い
。
こ
こ
は
か
つ
て

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
住
民
と
ド
イ
ツ
系
住	

民
が
、
ど
ち
ら
の
国
に
従
属
す
る
か

を
巡
り
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
場
所
だ
。	

博
物
館
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
側
の
史
観
で

展
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
ド
イ
ツ

系
住
民
の
視
点
か
ら
歴
史
を
聞
く

と
、
全
く
異
な
る
の
が
興
味
深
い
。

自
然
、
歴
史
、
宗
教
芸
術
と
一
年

を
通
じ
て
見
ど
こ
ろ
満
載
の
こ
の
聖

地
に
、
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
よ
う
。

	

（
ソ
ル
ネ
ク
流	

由
樹
）

INFORMATION
聖アンナ山 

Góra Św. Anny
ul. Klasztorna 6, 47-154 Góra Św. Anny. 

+48 77 463 0900 
www.swanna.pl/start.html

1 聖域への階段は急勾配なので注意が必要　2 山頂の教会とは思えないほど豪華絢爛な内装　3 中庭で集団告解でも行わ
れるのだろうか　写真：© ソルネク流由樹

Poland

［ ポーランド ● 上シロンスク地方 ］

山頂のサンクチュアリ

大自然に囲まれた聖地で魂の洗濯
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Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15,  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey
T : +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
E : NETR-Removal.Istanbul.Mail.Group@nipponexpress.com

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

トルコ日通
www.nipponexpress.com/moving/tr
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コンドリューは1940年に AOC（原産地呼称統制）に

認定された、南フランスのローヌ地方北部に位置する小さ

な白ワイン銘醸地。ローヌ川の右側に沿って、北端のコ

ンドリュー村から約15キロ続く合計7つの村から成る地

域で、ブドウの栽培総面積はほんの170ヘクタールほど。

気候は地中海性の影響を受けた大陸性で乾燥し暖かく、

畑は川を見下ろす南、南東向きの日当たりの良い急斜面

にあるため、完熟したブドウとなり、花崗岩基盤をアル

ゼル（砂状の雲母）の表土が覆う土壌からは、独特のミ

ネラルも得られます。

使われる白ブドウ品種は、ローヌ地方北部が原産の	

ヴィオニエのみ。栽培が難しく 1960年代には絶滅の危

機に陥ったこともありました。エキゾチックな果実にス

イカズラの花、シナモンの甘いスパイスなど香り豊かで、

コンドリューで育つと、繊細さとボディを併せ持つ、気

品と独創性に溢れたワインになります。

今回ご紹介するワイナリーは、シェフ兼ソムリエだっ

たフランソワ・ヴィラール氏が、次第にワインの虜とな	

り、1989年に畑を購入したことから始まりました。初リ

リースは 1991年、今では産地を代表する造り手の一人	

です。氏がこの土地に所有する畑は、居を構えるサン・	

ミッシェル・シュル・ローヌ村（上級区画、ポンサンを含	

む）を筆頭に、5つの村に合計 7ヘクタール。年々、力

強さに加えフィネスにも磨きがかかり、近年は完全にビ

オロジック（有機栽培）へ移行。今回のワインは平均樹

齢 20年のブドウを、オーク樽で発酵、熟成（11カ月、

新樽比率35％）させています。

グラスに注いだその色は、美しく澄んだレモン・ゴール

ド。ゆらゆらと揺らぐ黄緑の差し色が、蛍の放つ光のよう

に幻想的。洋梨やネクタリンのコンポートに、フリージア

とジャスミンのひしめき合う香り。フレッシュな生クリー

ムとアーモンドタルト。とろけるようなテクスチャーで、

口の中を優しく包み込んでいきます。果実の酸味よりも、

ミネラルの程良い苦味によって生命力を吹き込んでいます。

アルコールパワーとボリューム感が限りなく広がってい	

くフィニッシュには、重力を感じさせない浮遊感も加わ

り、飲む者も連れて、ふわふわと舞い上がっていきます。

大変良い出来の2016年もの（37€）は、今すでに花開

いていますが、今後10年間での変化も楽しみなワインです。

	 （鈴木	かづみ）

François Villard, Condrieu DePoncins
フランソワ・ヴィラール、コンドリュー・ドポンサン

【生産地】
フランス・ローヌ	地方

【ブドウの品種】
ヴィオニエ100%

【ワインひとくちメモ】
コンドリューは、鮮度が大切で
4 ～ 5 年内に飲むべきとよく
言われますが、5～ 10 年、造
り手によっては 20年以上経て
本領を発揮するという意見もあ
り、好みが分かれるところ。近
年は世界中の温暖な国々でも
ヴィオニエのワインが造られて
います。
アジアやエスニック、ピリ辛料
理などにも合い、食前・食後酒
としても大活躍。

オランダ日本通運アムステルダム引越センター 　　  AMSTERDAM REMOVAL CENTER 24 CESSNALAAN, SCHIPOL-RIJK 1119NL 
Tel: +31(0)20-500-5200　Fax: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-mail: NENL-Removals@nipponexpress.com

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック
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ストレスの存在する場所とは
人生は山あり谷ありというように、楽しい時間に加えて難しい状

況もやってきます。それをストレスだと受け止めてうまく対処でき

ないでいると、健康のバランスが崩れやすくなります。病気と診断

される症状の多くはストレス（心理的なものと生活環境によるもの

が主）に起因するといわれ、これには体内の各機能をコントロール

する自律神経の働きが大きく関係しています。

ストレス自体は、ストレスだと感じる状況内には存在しません。

例えば、同じ状況下にいる複数の人がそれぞれ異なる反応を示すの

は、個人の受け止め方が違うためです。ある人にとっての耐え難い

大きなストレスは、別の人にとっては向上へのチャンスだと受け止

められることもあります。よって、ストレスはそれを感じている人

の脳に存在するという結論に至ります。

ポジティブ志向と自律神経
ポジティブ心理学で知られる心理学者のマーティン・セリグマン

氏による研究では、ストレスによる絶望の心理が「可能性」を選択

肢から消去してしまうと報告しています。希望を放棄すれば可能性

はなくなり、諦めずに難しい状況に取り組めば可能性を有効にする

ため、結果は状況の判断に大きく左右されることになります。

心理的なストレスによる反応は脳からの指令で起きるので、脳が

目の前で起きていることをスト

レスだと判断すれば交感神経優

位となり、アドレナリンやコル

チゾールが分泌されて危機に備

えます。これは緊急時用の機能

であるため、長期慢性化すると

自律神経が乱れて消化不良や高

血圧、睡眠障害など、体調不良

の原因になります。現代人のストレスは、その大半が命の危険から

遠くかけ離れた長期継続型の心理的なものです。ストレスだと感じ

る状況内にプラス面を探しそこに焦点を合わせるなど、物事を前向

きに受け止めることで、脳神経を保護し健康をサポートします。

ストレス対策の基本
ストレスを感じたなら、まずはどこでも簡単にできる深呼吸がお

勧めです。もしストレスだと思うことに対して反射的に反応してい

るなら、それに気づくことも大切です。習慣化している思考回路や

物事の受け止め方に気づけば、新しい思考の癖作りも可能となりま

す。また、抗ストレス効果が期待できる、アダプトゲンやエッセン

シャル・オイルなどの使用も有効なので、ご興味のある方はぜひお

試しを。

ストレスと健康
ストレスは「健康の大敵」と聞きますが、どうしてなのでしょう。

その理由は、思考パターンと自律神経機能とのつながりにあるため、
「よからぬ状況＝ストレス」という図式にはならないようです。

＜ Text	by	徳永	ゆり子＞

＜開講コース＞

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～中３ 【受験コース】 国語・算数/数学・英語・理科・社会
中３～高３ 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
オプション 小６向け難関中対策英語・算数、中学生向け難関高対策
 英語英検対策（２級、準１級、１級）
その他 【英語個別指導コース】 インター校の英語ほか教科指導

ご希望の方は、ホームページの
「無料体験授業」欄よりお申し込みください。
※各クラスとも定員になり次第締め切らせていただきます。
※授業日・時間などはホームページにてご確認ください。

体験授業実施中！

欧州生向けオンラインコース開講中！
帰国枠入試に合わせた充実したコース設定
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

25

電車や地下鉄などの交通機関は毎日の生活に欠かせない存在です。

今回はヨーロッパを中心に鉄道の歴史をたどってみましょう。

道路に作られた溝に沿って動物や人が荷車を牽引するスタイルの鉄

道は、2000年も昔から古代ギリシャやローマ帝国などにあったとい

われます。16世紀頃の鉱山でも木製レールと馬車を使っていました

が、本格的な鉄道が誕生したのは、産業革命時代の1769年。イギリ

ス人のジェームズ・ワットが開発した蒸気機関がその始まりです。

1802年、イギリスのリチャード・トレビシックが高圧蒸気機関を

使った世界初の蒸気機関車を発明しますが、実用には至りませんでし

た。1825年、英北東部で石炭輸送を目的にしたストックトン・アン	

ド・ダーリントン鉄道が開通、ジョージ・スティーヴンソンが世界初

の商用蒸気機関車「ロコモーション号」を生み出しました。

1830年には英北西部マンチェスターとリバプールを結ぶリバプー

ル・アンド・マンチェスター鉄道が開通。時刻表に沿って乗客を運ぶ

世界初の旅客鉄道になりました。同鉄道の機関車は、先述のスティー

ヴンソンと息子のロバートが製作した「ロケット号」。ジョージ・ス

ティーヴンソンは、全ての鉄道のゲージ（軌間）は同じであるべきと

し、彼が採用した 1,435 ミリの軌間が世界の標準軌となったため、	

「鉄道の父」と呼ばれています。鉄道により迅速に大量の原料や製品

を輸送することが可能になった上、人々が余暇に列車旅行を楽しむよ

うになったため、鉄道は産業革命の原動力となり、1840年代のイギ

リスでは鉄道建設ラッシュが起こりました。

1827年に米国、1832年にフランス、1835年にはドイツで鉄道

が、そして1863年にはロンドンで世界最初の地下鉄が開通。日本で

は1872年に、新橋～横浜間で鉄道が開通しました。1891年、ロシ

アでシベリア横断鉄道の建設がスタートし、1913年に世界最長のシ

ベリア鉄道が完成しました。

19世紀後半には電気機関車が開発され、蒸気機関車の煙の害が問題

になったことで都市部の電化が進み、1920年代にはディーゼル電気	

機関車も普及。1981年に運行を開始したフランスの高速鉄道TGVが、	

2007 年に鉄輪式の世界最高速度 574.8 キロ／時を記録するなど、

近年では世界各国で鉄道のスピード競争が進んでいます。	（名取	由恵）

鉄道の歴史をたどる

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

充実した異文化交流プログラム
地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学
研修、UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science 
Workshop、年3回のHome stay、現地校短期留学など。

急な海外赴任の場合には、編入学についていつでもご相談下さい。

Guildford Road, Rudgwick, West Sussex RH12 3BE
 Tel: +44(0)1403 822 107  Email: eikoku@rikkyo.uk

詳しくはHPをご覧下さい。www.rikkyo.co.uk

イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して
歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

〈入試情報〉 出願期間：下記いずれも 2021年11月8日（月）～2021年11月26日（金）（必着）
 【高等部・中学部A日程入試】 日本:12月12日　※英国会場中止
 【高等部A日程 在外日本人学校在籍者枠 単願推薦入試】 第一学年若干名 書類審査及びオンライン面接
 【高等部A日程 海外在住現地校在籍者枠 特別入試】 第一学年若干名 書類審査及びオンライン面接

一人一台のラップトップ

全教室にインタラクティブボード

校内全域Wifi完備

本格的ICT化本格的ICT化

オンライン
個別相談随時実施中

※Covid-19の影響により、変更することがあります。本校ホームページで募集要項をご確認ください。※Covid-19の影響により、変更することがあります。本校ホームページで募集要項をご確認ください。



■	イギリス（国番号	+44）/	アイルランド
	 ロンドン	&グラスゴー、ダブリン
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
	 マンチェスター	••••••• (0)161-436-7500
	 ニューカッスル	••••••• (0)191-519-7950
	 イーストミッドランド
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■	イタリア（+39）
	 ミラノ	•••••••••••••••••••••••••02-21698-972

■	オランダ（+31）
	 アムステルダム	••••••• (0)20-5005200
■	スイス（+41）
	 チューリッヒ	•••••••••••• (0)44-836-9966
	 ジュネーブ	•••••••••••••••• (0)22-929-0310
■	ドイツ（+49）
	 デュッセルドルフ	•••(0)211-90495-0
	 フランクフルト	&シュトゥットガルト
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584
	 ハンブルグ	•••••••••••••••• (0)40-73112-194
	 ミュンヘン	•••••••••••••••• (0)89-37426-353
■	オーストリア（+43）
	 ウィーン	••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35411

■	フランス（+33）
	 パリ	••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350
■	ベルギー（+32）	/	ルクセンブルグ
	 ブリュッセル	•••••••••••• (0)2-7517814/5
■	スペイン（+34）
	 マドリッド	••••••••••••••••91-748-0862
	 バルセロナ	••••••••••••••••93-552-2986
■	ポルトガル（+351）
	 リスボン	•••••••••••••••••••••21-842-9520
■	ハンガリー（+36）
	 ブタペスト	•••••••••••••••• (0)29-553-807
■	チェコ（+420）
	 プラハ	•••••••••••••••••••••••••255-707-491

■	ポーランド（+48）
	 ワルシャワ	•••••••••••••••• (0)22-878-3208
■	ケニア（+254）
	 ナイロビ	••••••••••••••••••••• (0)20-4938310

■	トルコ（+90）
	 イスタンブール	••••••• (0)212-465-6934

■	アラブ首長国連邦（+971）
	 ドバイ	••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

■	ロシア（+7）
	 モスクワ	••••••••••••••••••••• (0)495-609-6023
	 サンクトペテルブルグ
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)812-335-7626

引越のご用命は
次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も日本での引越も
日通グループがお世話致します日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作
業を指揮いたします。業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。ください。

きめ細かなサービスが自慢ですきめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


